
a　従来：「大学」の立場から見ると，購読料と APC を出版社に二重払いしている状況
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b　転換契約：「大学」による一体的な支払いで予算の圧縮および OA 出版枠を確保

●図　  転換契約モデル（文献 1をもとに作成）
a：「大学」の立場から見ると，これまで購読料と APCを出版社に二重取りをされていた。
b：ジャーナル購読料（READ部分）に追加して論文化に必要な費用（PUBLISH部分）を支払う
形式を採用することで，契約した出版社の電子ジャーナルパッケージに含まれる雑誌の閲覧に加え，
同出版社のハイブリッドジャーナルへ OA出版できる枠を獲得する仕組み。購読料と APCを大学
が一体的に支払うことにより，予算の圧縮と同時に研究者の OA出版機会を確保できるメリットが
ある。なお購読料に追加する費用および OA出版枠は，契約する大学の実績により決定される。
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　連載第 3回となる本稿では，高騰す
るジャーナル購読料と論文掲載料
（APC）への対応策の 1つである「転
換契約」について紹介する。

オープンサイエンスが 
推進される背景

　「インターネットにつながっていた
らどこでも誰でも論文を読める」のは，
研究者にとって理想の環境であること
は言うまでもない。過去 2回の記事で
は「論文」という視座から述べてきた
が，知の形態はもはや「論文」の様式
を取らないものも多々ある。情報科学
分野ではデータを扱うコードそのもの
が次々と発表され，医学生命科学分野
では各種の遺伝子発現情報等がオープ
ンデータとして公開されるなど，その
動きは加速度的に増している。
　日本では，2016年 1月に閣議決定
された第 5期科学技術基本計画におい
て「Society 5.0」のコンセプトが打ち
出された。これは，狩猟社会（Society 
1.0），農耕社会（Society 2.0），工業社
会（Society 3.0），情報社会（Society 
4.0）に続く社会とされ，「サイバー空
間（仮想空間）とフィジカル空間（現
実空間）を高度に融合させたシステム
により，経済発展と社会的課題の解決
を両立する人間中心の社会」と定義さ
れている。Society 5.0を実現する上で
重要なマインドがオープンサイエンス
の推進である。そして，誰もが学術情
報にアクセスできるというオープンア
クセス（OA）のインフラ整備は，こ
の中に含まれている。
　さて，前回（本紙 3520号）は OA
化の現在の問題点を取り上げたが，電
子ジャーナルの購読料と OA出版に必
要な APCの高騰は，医学生命科学分
野の研究者にとって喫緊の問題だ。そ
の打開策の 1つが「転換契約」である。

解決の一手としての転換契約

　論文の購読と出版の流れを確認しよ
う。論文が掲載される電子ジャーナル
の購読料は現在，大学等の研究機関の
図書館経由で出版社に支払いがなされ
ている。一方，論文を出版する際には，
OA出版でなくても APCが必要だが，
OA化のためにはさらなる費用が徴収
される。大学側から見れば出版社に購
読料と APCを二重取りされる構図と
なっている。そこで，購読料を APC

へ段階的に移行させることにより，
OA出版の拡大をめざす「転換契約」
が欧州を中心に広がりをみせている
（図） 1）。
　一定の「OA出版枠」を出版社から
確保し，その範囲内（ただし具体的な
運用は大学ごとに異なる）での OA出
版においては研究者が出版社に余分に
APCを支払う必要がないため，大学
としては二重取りをある程度回避でき
る。出版社側としても，「購読料が支
払えないのでパッケージ契約は解体し
ます」と大学図書館側から申し出られ
ると困ってしまうし，自社の OA誌へ
の投稿を増やし，結果としてそのジ
ャーナルのインパクトファクター（IF）
を押し上げたいとの思惑もあるだろ
う。より広い視野から言えば，知を産
業化するため論文を OAで読みたい企
業にとっても大きなメリットがある。
さまざまなステークホルダーにとって
OA化の推進は喜ばしい点が多い。ま
とめると，研究者にとっては APCの
減額，大学にとっては研究発信力強化，
産業界にとっては活用可能な研究成果
の増加，という「三方よし」となるの
だ。
　2022年，東北大学，東京工業大学，
総合研究大学院大学，東京理科大学の
4大学の図書館がファーストペンギン
として，大手出版社の 1つである
Wiley社との間に転換契約を結んだ。
現在，日本国内において同社との間に
転換契約を結ぶ大学は 18に増え，今
年からはシュプリンガー・ネイチャー
社（ただしシュプリンガーで扱われる
ジャーナルのみ）との間で 10の大学
が転換契約を結んでいる。

　この大きな転換に当たっては，学内
での理解を得ることも重要だった。ジ
ャーナルの購読料と研究者が研究費か
ら支払う APCは，いわば別のお財布
となっていたので，図書館職員が大学
の財務関係部署との交渉を行う必要が
あったからだ。また，学術情報流通の
現状や転換契約について教職員の理解
を得ることも必須であった。なお，東
北大学ではサステナブルな運用のた
め，APCの金額の 50％分を責任著者
から徴収して購読費に充当する形で運
用している。詳しくは拙ブログも参照
していただければ幸いである（
bit.ly/3MMmi7f）。
　筆者は，現時点で転換契約には重要
な意味があると思っている。その理由
としては，日本の OA化率を押し上げ
る効果が期待され，日本の研究発信力
の向上に直結すると考えるからだ。さ
らに，研究者が何十万円もの APCを
出版社に支払う際に，日本では自分の
クレジットカードでいったん立て替え
る必要があるが，特に若い研究者にと
っては限度額の問題などもあるだろ
う。転換契約では大学が出版社に一括
して支払っているために，研究者が立
て替える必要はない。転換契約は若手
研究者支援の 1つでもあると考える。

転換契約は一過性の手段

　ただし「転換契約」で問題が全て解
決するわけではない。なぜなら APC
の金額は出版社側に決定権があり，
APCの価格そのものが高騰していく
ことは十分考えられるからだ。オープ
ンサイエンスを実現する上での OA化

の在り方については，これまで日本学
術会議や文部科学省でも時間をかけて
議論がなされてきた。世界の潮流とし
ても，APCを支払って OA化する方
法（これを「ゴールド OA」と呼ぶ）
では，商業化される学術情報流通の問
題を回避できないため，経費のかから
ない公開プラットフォームへの研究成
果掲載（これを「グリーン OA」と呼ぶ）
に移行していくことが重要だというコ
ンセンサスがある 2）。
　グリーン OAの具体的な方法は，大
きく分けて 2つ。1つは「機関リポジ
トリ」という形で，論文が出版されて
から著者稿を公開するものである。日
本では多くの大学でそれぞれの機関リ
ポジトリが運用されているが，収録内
容は紀要のような査読を経ていないコ
ンテンツが中心となっているのが実態
だ。研究者サイドから見た場合，IF
の付かない機関リポジトリに論文を公
開することのメリットは薄く，非 OA
出版した論文の著者最終稿を，あれこ
れ手間をかけて機関リポジトリに公開
する必要性はほとんど感じられない。
著作権の問題も大きく，特にオーサー
数の多い医学生命科学分野の論文で，
責任著者が全ての著者の合意を得ない
と機関リポジトリに公開できないので
あれば，一体誰がそのようなシステム
を使いたいと思うだろうか？　日本の
機関リポジトリの数はやたら多いもの
の，公開されているコンテンツが少な
い理由は，ユーザーのことを考えて作
られたシステムではないことにある。
　もう 1つは，査読前の「プレプリン
ト」を公開する方法だ。医学生命科学
の研究者にとってこれまでなじみがな
かったかもしれないが，なるべく早く
研究成果を公開し治療や研究に役立て
ようと，bioRxivや medRxivなどのプ
レプリントサーバの利用がコロナ禍で
一気に進んだ。プレプリントは，時に
1年以上にわたる長い査読のプロセス
の間，知的財産権を担保することにも
なり，バージョンアップした原稿を随
時公開していくことも可能である。し
たがって，めでたくジャーナルに受理
された論文の最終稿を，機関リポジト
リよりも簡易な手続きでプレプリント
サーバに公開できる。
　プレプリントサーバの原型は物理学
分野等から始まった arXivで，研究コ
ミュニティで運用・維持する文化があ
る。知のインフラを誰がどのように支
えるのかは，研究にかかわる皆で考え
なければならない重要な課題だ。
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オープンサイエンス時代の
論文出版
オープンサイエンス時代の
論文出版
第3回「転換契約」始まる 大隅　典子 東北大学大学院医学系研究科発生発達

神経科学分野　教授／同大附属図書館長

論文の購読料や掲載料が高騰し続けている。世界の潮流は最新の知見を誰もが享受できることを理想
とする“オープンサイエンス”にあり，そのために仕方なく高額な費用を支払っている研究者も多い
はずだ。研究者を取り巻く論文出版の状況は，今後どう変容していくのか。研究者兼大学図書館長の
大隅氏が現状を分析しながら，これからの論文出版の在り方を考察していく。
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